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神奈川県葉⼭町（町⻑：⼭梨崇仁、以下「葉⼭町」)と、応用地質株式会社 (本社：東京都

千代⽥区、代表取締役社⻑：成⽥ 賢、以下「応用地質」)は、⼟砂災害から住⺠を守る新た

な防災システムの構築を目指す実証実験を開始しました。 

当該実証実験は、8 月 4 ⽇に締結した官⺠連携協定に基づくもので、今回は、葉山町立図書

館裏の土砂災害警戒のレッドゾーン1に区域指定されている斜面において、崖崩れの早期検知

を目的とした傾斜センサを合計 4 台設置しました。 

当該エリアは崖崩れの恐れがあるとともに、樹木が大径化・傾倒し、倒木や崩落などの危険

性もあります。このように危険木化した樹木の問題は葉山町に限らず斜面地を抱える都市域の

土砂災害に関する共通の課題でもあります。そこで、今回設置した観測システムにより、斜面

変動とともに倒木の兆候の検知もあわせて試みます。 

葉⼭町および応⽤地質は、今回の官⺠連携の取組みを通じて、過去に町内で発⽣した災害履

歴や当時の降⾬データを⽤いて斜⾯変動と降⾬の関係を分析し、住⺠の適切な避難⾏動につな

げるための新しい基準や最適な周知方法の確立等を目指します。 

 

 

（ご参考）8 月 4 ⽇付プレスリリース「葉⼭町と応⽤地質、⼟砂災害から住⺠を守る  

新たな防災システム構築に向けた連携協定を締結」 

https://www.oyo.co.jp/oyocms_hq/wp-content/uploads/2022/08/2022804_news-

release_oyo.pdf 

  

 
1 レッドゾーン：土砂災害防止法（「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律（平

成 12 年 5 月 8 日法律第 57 号）」）に基づき指定される土砂災害特別警戒区域。 

土砂災害から住民を守る新たな防災システム構築 官民連携 

～傾斜センサを設置、実証実験本格スタート～ 
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葉山町立図書館裏の観測システム設置状況 

 

 

【本件に関するお問合せ先】 

応用地質株式会社 経営企画本部 

橋本晋一 

TEL：03-5577-4501 

E-mail：prosight@oyonet.oyo.co.jp 

傾斜センサを設置した図書館裏
斜面の遠景。斜面上には大径化し
傾倒した木が存在（赤丸）。 

斜面上部の傾斜センサ設置状況。
ケーブルを接続することで倒木
の兆候の検知にもチャレンジ。 

斜面下部の傾斜センサ設置・
ケーブル末端の固定状況。 

ケーブルを傾倒した木の根周りに這
わせ、倒木による地盤隆起を検知。 
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